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会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

6月 1日（水） 提案説明 

6月 7日（火） 質疑・委員会付託 

6月 9日（木） 総務建設常任委員会 

6月13日（月） 文教福祉常任委員会 

6月15日（水） 一般質問 

6月16日（木） 一般質問 

6月21日（火） 討論・採決 

表紙の写真 
■さよなら僕たちの保育園■ 
　3月28日、たくさんの思い
出を胸に保育園を卒園しま
した。 
　大好きなお母さん・お父
さん、先生、見守ってくださ
ったすべてのみなさん、あり
がとうございました。小学
校へ行っても頑張ります。 
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議会だより 議会だより 地産地消で大口町の農業を元気に 
おおぐち農業ステーション 

「地恵の輪」の活動を紹介します。 

取材を終えて 
　農業や他の職業の若い人たちが、地産地消
を進めるため多くの企画を実施し、人とのつ
ながりを大切にしてみえる姿に感動しました。
この活動がもっと広がることを期待しています。 

（伊藤　浩） 

♪　名前の由来は？ 
　「地」は地産地消を表し、「恵」は食材の
恵みを表しています。また、大口町産の多く
の食材を食べてもらって、人とのつながりが
深まり、それが農業の発展にもつながってほ
しいという願いを込めました。 
 
♪　どんな活動をしているの？ 
　農業従事者やレストラン経営者などで、町
の食材を使った料理教室の開催や、ふれあい
まつりで米粉を使用した食べ物を販売してい
ます。他に、給食センターへ食材を納品して
います。 
 

♪　うれしかったことは？ 
　食材の生産者の思いや志が食べた人に伝わり、
おいしかったと感じてもらえる時です。 
 
♪　町や町議会への要望などありましたら？ 
　地産地消の推進のためにも、ぜひ給食に大
口町産の食材を使用したメニューを、もっと
増やしてもらいたいです。 

特集 法人町民税　税制改正で大幅減 
 北保育園　第2期工事へ 
地方法人課税の見直しを求める意見書を提出 
一般質問　「妊娠・出産・子育て」の切れ目のない支援を 
　　　　　若い世代の定住策を 
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若い力で、農業を支えています 

町内産の食材を使った料理教室の様子 
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■ここがポイント！ 
①法人町民税 
町民税法人税割の税率が下がった影響（平成26年度改正
12.3％→9.7％）が本格化することや一部企業の業績の影
響を見込み、3億1440万円の大幅な減額を見込んでいます。 

②固定資産税 
新築家屋や企業の設備投資等の増加により9783万円の増
額を見込んでいます。 
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法人町民税 税制改正で大幅減 法人町民税 税制改正で大幅減 法人町民税 税制改正で大幅減 
平成28年度 

税　目 

個人町民税 

法人町民税 

固定資産税 

その他 

合　計 

28年度 

13億1250万円 

6億9970万円 

27億7017万円 

2億3790万円 

50億2027万円 

前年度比較 

4250万円 

▲3億1440万円 

9784万円 

1150万円 

▲1億6256万円 

会　計　名 

国民健康保険 

介護保険 

公共下水道 

後期高齢者医療 

土地取得 

農業集落家庭排水 

社本育英 

国際交流 

計 

28年度 

25億3007万円 

10億7228万円 

8億7448万円 

2億6131万円 

4091万円 

3566万円 

789万円 

726万円 

48億2986万円 

前年度比較 

1億3707万円 

6563万円 

626万円 

2279万円 

▲3354万円 

▲86万円 

▲88万円 

27万円 

1億9674万円 

表1　町税予算額 （▲は減額を表す） 

図1　一般会計歳入（項目別） 

図2　一般会計歳出（性質別） 

図3　町民1人当たりに使われるお金（目的別） 
※人口を23,400人で算出 

■扶 助 費　法令に基づき被扶助者に支出される経費 
　　　　　　（福祉手当、児童手当など） 
■物 件 費　賃金、旅費、委託料、交際費などの消費的 
　　　　　　経費 
■補助費等　各種団体への補助金や交付金など 
■繰 出 金　貯金や他の会計に出すお金 

（▲は減額を表す） 

■自 主 財 源　　町が自主的に調達できるお金 
■依 存 財 源　　国や県から交付されるお金 
 
■繰　入　金　　貯金のとり崩しや他の会計か 
　　　　　　　　ら入ってくるお金 
■国庫支出金　　特定事業財源として、国から 
　　　　　　　　交付されるお金 
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町
　
　
税
 

歳
　
入（
財
源
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歳
　
出（
使
い
み
ち
） 

一般会計 
予算 

28年度 

27年度 
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・北保育園建設 4億8112万円 
　1期工事（平成27年度 7億7419万円）で完成した園舎で保育を実施しながら、引き
続き、2期工事（既設園舎解体、新園舎建設）を行う。 

・子ども医療費助成事業 1億4702万円 
　中学校卒業までの子どもに対し、入院・通院に係る医療費を助成する。 

・道路維持工事 1億1496万円 
　舗装の痛みが激しい道路から、順次、舗装工事を行う。 

・小中学校の給食半額補助・保育園の給食主食代無料（H22～）、幼稚園の主食代相当分補助（H23～） 

・有機資源の保管所管理・運搬処理 1684万円 
　北部地区の住民の利便性と可燃ごみの減量をさらに推進するため、二ツ屋地内に
保管所を開設する。 

・奨学返還金利子補給 1000万円 
　まちの将来を担う勤労青少年の支援策として、奨学金の返還金利子の一部を補助
する。 

・資源リサイクルセンター補助業務 673万円 
　従来のコミュニティー・ワークセンターに加え、新たにハートフル大口に資源ごみ分
別作業補助業務を委託する。 

・松江市との姉妹都市提携事業 430万円 
　平成27年8月29日に姉妹都市提携した島根県松江市と、お互いのイベントへの住
民参加や歴史・文化・観光などの事業で交流を図る。 

 
○町提出（40議案） 
 
 
 
 
 
○請願及び陳情 
 
 
○議員提出議案及び 
　委員会提出議案 

3月定例会を、3月2日から24日までの23日間の会期で開催しました。 
平成28年度の一般会計及び特別会計予算、第7次総合計画の策定、行政不服
審査会条例の制定や平成27年度補正予算など 

採決の結果　［賛成多数］　平成28年度の一般会計予算及び国際交流事業特別会計予算、
職員の降給に関する条例の制定、国際交流事業基金の設置及び 
管理に関する条例の一部改正 5議案 

［全会一致］　総合計画の策定、平成27年度の一般会計補正予算など 35議案 
採決の結果　［採　　択］　なし 

［不 採 択］　請願1件 
［聞きおく］　陳情2件 

採決の結果　［全会一致］　3議案 
 

（関連記事　P8） 
一般質問では、4議員が町政全般にわたり質問しました。 

第2期工事へ 北保育園完成に向けて 第2期工事へ 北保育園完成に向けて 第2期工事へ 北保育園完成に向けて 
継続事業 新規事業 継続事業 新規事業 継続事業 新規事業 

イベントなどを通した松江市との交流 

北保育園は2期工事へ 道路の凸凹などを改善 この日の給食は、町内産の大豆入り 

平成18年12月から開設している豊田地区
有機資源保管所 

剪定枝を保管所へ搬入 リサイクルセンターでの分別作業
の様子 

3月議会で決まったおもな内容 
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問 □ 答 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

問 □ 

問 □ 答 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

質疑あれこれ
議案質疑、総務建設及び文教福祉の

各常任委員会での主な質疑を掲載します。 

質疑あれこれ

前
計
画
の「
基
本
理
念
」

と
「
将
来
像
」
を
引
き
継
ぐ

と
の
こ
と
。今
後
、目
標
を
ど

う
や
っ
て
実
現
し
て
い
く
の
か
。 

 第
7
次
総
合
計
画
で
は
、

基
本
計
画
に
数
値
目
標
を
設

定
し
た
。 

計
画
に
「
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
な
い
か
ら
や
ら
な
い
」「
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
や
る
」

の
で
は
な
く
、社
会
・
経
済
状

況
の
変
化
に
よ
っ
て
は
計
画

を
見
直
し
な
が
ら
具
体
化
し

て
い
く
。 

 

法
人
町
民
税
の
国
税
化

な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
で
は

あ
る
が
、グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を

生
き
抜
く
人
を
育
て
る
た
め

に
も
国
際
交
流
事
業
は
必
要

と
考
え
る
が
。 

 

若
い
世
代
の
生
き
る
力

を
養
い
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
の

機
会
、研
修
と
位
置
づ
け
て

お
り
、人
づ
く
り
の
観
点
で
大

事
な
事
業
と
考
え
る
。 

事
業
の
在
り
方
な
ど
、推

進
委
員
始
め
海
外
派
遣
参
加

者
O
B
の
方
々
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
、継
続
し

て
い
き
た
い
。 

 

北
の
山
児
童
遊
園
（
上

小
口
一
丁
目
地
内
）の
近
く
は

住
宅
が
建
ち
、若
い
世
代
の

転
入
が
多
い
地
域
の
た
め
、ト

イ
レ
を
設
置
し
て
は
。 

 

地
元
と
協
議
し
、使
用

頻
度
等
が
な
い
状
況
を
把
握

し
た
上
で
ト
イ
レ
を
撤
去
し

た
。 開

発
に
よ
り
整
備
さ
れ
た

地
域
に
は
公
園
も
つ
く
ら
れ

て
お
り
、子
ど
も
の
居
場
所

は
確
保
さ
れ
て
い
る
。 

 

﹇
未
満
児
保
育
﹈ 

 未
満
児
が
増
え
て
い
る
が
、

1
つ
の
教
室
に
多
く
の
子
ど

も
が
詰
め
込
ま
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ス
ペ
ー
ス
面
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。  

増
加
す
る
未
満
児
保
育

に
対
応
す
る
た
め
、現
在
建

設
中
の
北
保
育
園
を
含
め
、

全
園
で
確
保
し
て
い
く
。 

北
保
育
園
の
保
育
室
は
他

の
保
育
園
よ
り
一
回
り
広
く
、

今
後
さ
ら
に
未
満
児
保
育
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
場
合
を

想
定
し
、図
書
室
等
、他
の
部

屋
を
保
育
室
へ
転
用
で
き
る

設
計
と
し
て
い
る
。 

﹇
雉
子
野
橋
の
架
け
替
え
工

事
詳
細
設
計
委
託
﹈ 

 雉
子
野
橋
よ
り
古
い
橋

が
あ
る
の
で
は
。架
け
替
え
の

順
番
は
。 

 平
成
22
、
23
年
度
に
調

査
し
た
結
果
、点
検
整
備
対

象
は
35
橋
。今
後
、維
持
管
理

し
な
が
ら
長
寿
命
化
を
図
る

計
画
だ
が
、架
け
替
え
に
相

当
す
る
の
は
、雉
子
野
橋
、河

北
橋
の
2
橋
。 

富
士
見
橋
な
ど
は
古
い
が
、

修
繕
で
行
う
予
定
。 

 

﹇
学
校
給
食
　
町
内
産
の
食
材
﹈ 

 学
校
給
食
に
お
け
る
町

内
産
の
食
材
の
状
況
は
。 

 平
成
26
年
度
決
算
で
、

給
食
セ
ン
タ
ー
に
届
け
ら
れ

た
野
菜
の
総
重
量
4
万
5
9
 

4
1
㎏
の
う
ち
6
3
1
5
㎏

（
13・
7
％
）が
町
内
産
。食
材

で
は
35
品
目
中
10
品
目
。 

購
入
額
は
2
5
2
万
9
6
 

9
5
円
で
、総
額
約
1
億
円

か
ら
み
る
と
わ
ず
か
だ
が
、

今
後
も
で
き
る
だ
け
町
内
産

の
食
材
を
子
ど
も
た
ち
に
食

べ
さ
せ
た
い
。 

 

﹇
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
﹈ 

 返
礼
品
の
内
容
は
。 

 返
礼
品
は
、制
度
本
来

の
趣
旨
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と

の
事
業
を
応
援
し
た
い
」
と

い
う
方
に
対
し
、そ
の
事
業
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
な
も

の
を
考
え
て
い
る
。 

松
江
市
と
の
ご
縁
関
係
の

返
礼
品
で
は
、両
市
町
の
食

べ
物
や
飲
み
物
な
ど
。
他
に
、

五
条
川
の
桜
の
間
伐
材
か
ら

作
っ
た
箸
置
き
な
ど
を
予
定
。 

 平
成
27
年
6
月
の
一
般

質
問
で
は
、返
礼
品
に
対
し

前
向
き
で
は
な
か
っ
た
。実
施

に
際
し
、税
制
度
の
根
幹
を

見
誤
ら
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
。 

 カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

の
よ
う
な
返
礼
品
合
戦
に
な

ら
な
い
よ
う
、本
町
の
事
業

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、そ
の
事

業
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
方

に
、そ
の
事
業
に
ま
つ
わ
る
も

の
を
返
礼
す
る
。 

 

﹇
保
育
園
　
看
護
師
配
置
﹈ 

 昨
年
11
月
の
議
会
報
告

会
で
「
保
育
園
に
看
護
師
を

配
置
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

声
が
あ
っ
た
。ま
ず
は
配
置
し

て
も
ら
い
た
い
。 

 募
集
し
て
い
る
が
、現

時
点
で
応
募
者
は
な
い
。 

看
護
師
に
は
、保
育
園
の

健
康
全
般
を
前
提
と
し
て
、

緊
急
時
の
対
応
、健
診
な
ど

を
担
っ
て
も
ら
い
、未
満
児
ク

ラ
ス
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
も
予
定
し

て
い
る
。
病
院
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
と
考
え
る
。 

 

﹇
民
生
委
員
の
選
任
﹈ 

 民
生
委
員
は
役
割
の
多

様
化
や
負
担
の
増
加
で
、選

任
に
苦
慮
す
る
地
区
も
あ
る
。 

 役
割
が
多
く
大
変
な
一

方
で
、や
り
が
い
が
あ
る
と
言

わ
れ
る
方
も
い
る
。
で
き
る

限
り
業
務
を
ス
リ
ム
化
し
、務

め
て
い
た
だ
き
や
す
い
環
境

に
改
善
し
て
い
き
た
い
。 

 

﹇
新
図
書
館
の
整
備
﹈ 

 具
体
的
に
、ど
う
い
う

図
書
館
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。 

 財
政
状
況
か
ら
建
設
の

時
期
は
明
言
で
き
な
い
が
、

本
を
読
む
人
、勉
強
す
る
人
、

話
を
す
る
人
な
ど
、子
ど
も

た
ち
を
始
め
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で
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て
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検
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近
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建
ち
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の
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め
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レ
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置
し
て
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。 

 

地
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協
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頻
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状
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よ
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さ
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場
所

は
確
保
さ
れ
て
い
る
。 

 

﹇
未
満
児
保
育
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れ
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回
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﹇
雉
子
野
橋
の
架
け
替
え
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事
詳
細
設
計
委
託
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菜
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4
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3
1
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％
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万
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6
 

9
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が
、

今
後
も
で
き
る
だ
け
町
内
産

の
食
材
を
子
ど
も
た
ち
に
食

べ
さ
せ
た
い
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れ
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縁
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携
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わ
れ
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の
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も
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賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 
他の35議案は全員賛成で可決 

職員の降給に関する条例の制定 

国際交流事業基金の設置及び管理に関する条例の一部改正 

平成28年度一般会計予算 

平成28年度国際交流事業特別会計予算 

平成28年度後期高齢者医療特別会計予算 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

欠席 

欠席 

欠席 

欠席 

欠席 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

船

戸

 

吉

田

 

岡
 
酒

井

 

鈴

木

 

大

竹

 

伊

藤

 

柘

植

 

齊

木

 

大

島

 

丹
羽（
孝
） 

宮

田

 

丹
羽（
勉
） 

木

野

 

倉

知

 

結

果

 

議　　　員　　　名 

議　　案　　名 

（議長は裁決に加わらないため空白） 

○＝賛成　　×＝反対 

吉
田
　
正
 

　
職
員
の
異
議
申
立
て
が

し
に
く
い
状
況
下
で
の
条

例
制
定
は
不
公
平
。
業
績

評
価
は
失
敗
を
避
け
、チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
職
員
が
い
な

く
な
る
。 

   

伊
藤
　
浩
 

　
慎
重
に
条
例
を
運
用
し
、

職
員
の
評
価
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
1
つ
と
捉
え

れ
ば
職
務
遂
行
に
役
立
ち
、

町
の
活
力
に
も
繋
が
る
。 

国
際
交
流
事
業
基
金

の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

平
成
28
年
度
一
般
会
計

予
算
 

平
成
28
年
度
国
際
交
流

事
業
特
別
会
計
予
算
 

平
成
28
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
 

職
員
の
降
給
に
関
す
る

条
例
の
制
定
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

吉
田
　
正
 

　
3
年
か
け
て
交
流
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
の
は
賛

成
だ
が
、基
金
を
取
り
崩

し
な
が
ら
進
め
る
の
は
、次

の
段
階
に
入
っ
て
し
ま
う

こ
と
と
な
り
疑
問
。
町
の

考
え
方
も
議
会
で
示
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
 

  

  

鈴
木
義
彦
 

　
基
金
運
用
益
の
み
の
事

業
展
開
は
難
し
く
、一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
も
増
加

す
る
中
、参
加
者
負
担
金

の
見
直
し
も
図
ら
れ
た
。

基
金
が
設
け
ら
れ
た
25
年

前
と
は
事
業
の
あ
り
方
も

変
化
し
て
お
り
、国
際
交

流
事
業
推
進
委
員
会
に
お

い
て
も
了
承
さ
れ
て
い
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

吉
田
　
正
 

　
法
人
町
民
税
の
減
収
で

町
財
政
が
厳
し
く
な
る
原

因
は
現
政
権
に
よ
る
も
の

で
、地
方
分
権
と
は
言
え

な
い
。　
 

　
教
育
分
野
の
新
制
度
で

あ
る
奨
学
金
の
利
子
補
給
、

放
課
後
の
学
習
支
援
に
は

敬
意
を
表
す
る
。 

　
中
小
企
業
や
農
業
の
振

興
、高
齢
者
施
策
の
拡
充
、

保
育
士
の
待
遇
改
善
な
ど

を
求
め
反
対
。 

 

 

 

伊
藤
　
浩
 

　
国
の
税
制
改
正
に
伴
い

税
収
減
と
な
る
中
、財
源

確
保
に
努
め
な
が
ら
必
要

不
可
欠
な
事
業
を
予
算
計

上
。
限
ら
れ
た
財
源
で
町

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
予
算
編
成
で
あ
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

吉
田
　
正
 

　
事
業
そ
の
も
の
に
関
し

て
は
賛
成
。
た
だ
し
、「
国

際
交
流
事
業
基
金
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
」
が
本
予
算
の

前
提
で
あ
る
た
め
反
対
。 

 

 

 

酒
井
正
宗
 

　
本
予
算
は
、条
例
に
基

づ
い
た
予
算
編
成
が
な
さ

れ
て
い
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

吉
田
　
正
 

　
賦
課
限
度
額
ま
で
の
負

担
は
、高
額
所
得
者
ほ
ど

有
利
。
均
等
割
の
引
上
げ

に
よ
り
、低
所
得
者
の
負

担
が
増
加
。
不
公
平
こ
の

上
な
く
、納
得
で
き
な
い
。    

岡
　
孝
夫
 

　
後
期
高
齢
者
の
増
加
や

医
療
の
高
度
化
に
よ
り
、

医
療
給
付
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
そ
の
結
果
、財

源
と
な
る
保
険
料
の
見
直

し
が
必
要
と
な
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
否
が
分
か
れ
た
5
議
案
の
討
論
要
旨
は
左
の
と
お
り
で
す
 

請
願
・
陳
情 

委
員
会
提
出
議
案 

議
員
提
出
議
案 

　
3
月
議
会
に
提
出
さ

れ
た
1
件
の
請
願
、2
件

の
陳
情
は
、
所
管
の
常
任

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

 【
請
願
】 

 ・
平
和
安
全
保
障
関
連
法
廃

止
の
意
見
書
採
択
を
求
め

る
請
願
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

請
願
者
 

日
本
共
産
党
大
口
支
部
 

支
部
長
　
江
幡
満
世
志
 

紹
介
議
員
 

吉
田
　
正
 

 【
陳
情
】 

 ・
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳

し
ん
と
う
の
周
知
と
予
防
、

そ
の
危
険
性
や
予
後
の
相

談
の
出
来
る
窓
口
な
ど
の

設
置
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間

の
会
 

代
表
　
藤
本
久
美
子
 

 

・
未
来
の
有
権
者
の
た
め
の
、

模
擬
投
票
所
設
置
に
関
す

る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

任
意
団
体K

ids 
V
oting 

Japan 

代
表
　
寒
川
　
友
貴
 

 　
1
議
案
を
全
員
賛
成

で
可
決
し
、
国
の
機
関
な

ど
へ
議
会
か
ら
意
見
書

を
送
付
し
ま
し
た
。
 

 ・
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
抜

本
強
化
を
求
め
る
意
見
書
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

提
出
者
 

柘
植
　
満
 

 ・
臨
時
議
会
 

　
2
月
23
日
、「
地
方
法

人
税
運
用
の
改
善
を
求

め
る
意
見
書
」
を
全
員

賛
成
で
可
決
、全
文
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。
 

 

【地方法人税運用の改善を求める意見書】 

平成28年度税制改正大綱では、地方法人課税の偏在を是正し、地方創生推進、分権型社会を実現するとしている。

国県市町村の財政状況が厳しい中、地方法人課税の偏在是正が、過疎地や産業立地の厳しい地域を念頭に置い

た偏在を調整することを目的とした財政調整制度であることは理解できる。しかし、国の制度が、財政力の弱い自治体

への支援という名のもとに不交付団体への配慮を欠いているという現状は、国民に対する公平と平等の観点から大い

に問題があると言わざるを得ない。 

国は、平成27年6月末に決定された「経済財政運営と改革の基本方針2015」において、「地方の税収増が見込ま

れる中、『税制抜本改革法』を踏まえ、地域間の税源の偏在を是正する方策を講ずる」とされており、法人住民税の国

税化のさらなる拡大や他の偏在是正措置の導入の可能性が危惧される。 

真の分権型社会を実現するためには、国と地方の役割分担を明確にし、地方がその責任と権限に応じた役割を果

たせるよう、地方税財源の拡充を図る必要がある。 

大口町は、先人の地道な努力によって築き上げてきた不交付団体であることの自負と、不交付団体であり続けようと、

町民、議会、職員が連携協力し、行財政改革の推進など様々な経営努力を積み重ねてきた。現在、町には、子育て・教

育環境の整備、福祉・医療の充実、老朽化した公共施設の維持・更新、防災力の強化など、膨大な財政需要が存在

している。 

地方自治体が、こうした多岐にわたる課題に適切に対応し、充実した住民サービスを提供していくためには、需要に

見合う財源の確保が不可欠であり、限られた地方税財源の中での財源調整では根本的な解決を図ることはできない。

よって、本議会は、下記事項について特段の配慮を賜りたく強く要望する。 

 
記 

1　地域間の財政力格差是正は、地方交付税の財源である国税五税の法定率引き上げ等、制度改正により実現す

ること。 

2　不交付団体に対する特別交付税の基準を緩和すること。 

3　地方が担う権限と責任に見合う地方税財源の拡充という本質的な問題に取り組むこと。 

全員賛成で国へ意見書提出 
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賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 
他の35議案は全員賛成で可決 

職員の降給に関する条例の制定 

国際交流事業基金の設置及び管理に関する条例の一部改正 

平成28年度一般会計予算 

平成28年度国際交流事業特別会計予算 

平成28年度後期高齢者医療特別会計予算 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

欠席 

欠席 

欠席 

欠席 

欠席 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

船

戸

 

吉

田

 

岡
 
酒

井

 

鈴

木

 

大

竹

 

伊

藤

 

柘

植

 

齊

木

 

大

島

 

丹
羽（
孝
） 

宮

田

 

丹
羽（
勉
） 

木

野

 

倉

知

 

結

果

 

議　　　員　　　名 

議　　案　　名 

（議長は裁決に加わらないため空白） 

○＝賛成　　×＝反対 

吉
田
　
正
 

　
職
員
の
異
議
申
立
て
が

し
に
く
い
状
況
下
で
の
条

例
制
定
は
不
公
平
。
業
績

評
価
は
失
敗
を
避
け
、チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
職
員
が
い
な

く
な
る
。 

   

伊
藤
　
浩
 

　
慎
重
に
条
例
を
運
用
し
、

職
員
の
評
価
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
1
つ
と
捉
え

れ
ば
職
務
遂
行
に
役
立
ち
、

町
の
活
力
に
も
繋
が
る
。 

国
際
交
流
事
業
基
金

の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

平
成
28
年
度
一
般
会
計

予
算
 

平
成
28
年
度
国
際
交
流

事
業
特
別
会
計
予
算
 

平
成
28
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
 

職
員
の
降
給
に
関
す
る

条
例
の
制
定
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

吉
田
　
正
 

　
3
年
か
け
て
交
流
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
の
は
賛

成
だ
が
、基
金
を
取
り
崩

し
な
が
ら
進
め
る
の
は
、次

の
段
階
に
入
っ
て
し
ま
う

こ
と
と
な
り
疑
問
。
町
の

考
え
方
も
議
会
で
示
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
 

  

  

鈴
木
義
彦
 

　
基
金
運
用
益
の
み
の
事

業
展
開
は
難
し
く
、一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
も
増
加

す
る
中
、参
加
者
負
担
金

の
見
直
し
も
図
ら
れ
た
。

基
金
が
設
け
ら
れ
た
25
年

前
と
は
事
業
の
あ
り
方
も

変
化
し
て
お
り
、国
際
交

流
事
業
推
進
委
員
会
に
お

い
て
も
了
承
さ
れ
て
い
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

吉
田
　
正
 

　
法
人
町
民
税
の
減
収
で

町
財
政
が
厳
し
く
な
る
原

因
は
現
政
権
に
よ
る
も
の

で
、地
方
分
権
と
は
言
え

な
い
。　
 

　
教
育
分
野
の
新
制
度
で

あ
る
奨
学
金
の
利
子
補
給
、

放
課
後
の
学
習
支
援
に
は

敬
意
を
表
す
る
。 

　
中
小
企
業
や
農
業
の
振

興
、高
齢
者
施
策
の
拡
充
、

保
育
士
の
待
遇
改
善
な
ど

を
求
め
反
対
。 

 

 

 

伊
藤
　
浩
 

　
国
の
税
制
改
正
に
伴
い

税
収
減
と
な
る
中
、財
源

確
保
に
努
め
な
が
ら
必
要

不
可
欠
な
事
業
を
予
算
計

上
。
限
ら
れ
た
財
源
で
町

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
予
算
編
成
で
あ
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

吉
田
　
正
 

　
事
業
そ
の
も
の
に
関
し

て
は
賛
成
。
た
だ
し
、「
国

際
交
流
事
業
基
金
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
」
が
本
予
算
の

前
提
で
あ
る
た
め
反
対
。 

 

 

 

酒
井
正
宗
 

　
本
予
算
は
、条
例
に
基

づ
い
た
予
算
編
成
が
な
さ

れ
て
い
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

吉
田
　
正
 

　
賦
課
限
度
額
ま
で
の
負

担
は
、高
額
所
得
者
ほ
ど

有
利
。
均
等
割
の
引
上
げ

に
よ
り
、低
所
得
者
の
負

担
が
増
加
。
不
公
平
こ
の

上
な
く
、納
得
で
き
な
い
。    

岡
　
孝
夫
 

　
後
期
高
齢
者
の
増
加
や

医
療
の
高
度
化
に
よ
り
、

医
療
給
付
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
そ
の
結
果
、財

源
と
な
る
保
険
料
の
見
直

し
が
必
要
と
な
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
否
が
分
か
れ
た
5
議
案
の
討
論
要
旨
は
左
の
と
お
り
で
す
 

請
願
・
陳
情 

委
員
会
提
出
議
案 

議
員
提
出
議
案 

　
3
月
議
会
に
提
出
さ

れ
た
1
件
の
請
願
、2
件

の
陳
情
は
、
所
管
の
常
任

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

 【
請
願
】 

 ・
平
和
安
全
保
障
関
連
法
廃

止
の
意
見
書
採
択
を
求
め

る
請
願
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

請
願
者
 

日
本
共
産
党
大
口
支
部
 

支
部
長
　
江
幡
満
世
志
 

紹
介
議
員
 

吉
田
　
正
 

 【
陳
情
】 

 ・
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳

し
ん
と
う
の
周
知
と
予
防
、

そ
の
危
険
性
や
予
後
の
相

談
の
出
来
る
窓
口
な
ど
の

設
置
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間

の
会
 

代
表
　
藤
本
久
美
子
 

 

・
未
来
の
有
権
者
の
た
め
の
、

模
擬
投
票
所
設
置
に
関
す

る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

任
意
団
体K

ids 
V
oting 

Japan 

代
表
　
寒
川
　
友
貴
 

 　
1
議
案
を
全
員
賛
成

で
可
決
し
、
国
の
機
関
な

ど
へ
議
会
か
ら
意
見
書

を
送
付
し
ま
し
た
。
 

 ・
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
抜

本
強
化
を
求
め
る
意
見
書
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

提
出
者
 

柘
植
　
満
 

 ・
臨
時
議
会
 

　
2
月
23
日
、「
地
方
法

人
税
運
用
の
改
善
を
求

め
る
意
見
書
」
を
全
員

賛
成
で
可
決
、全
文
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。
 

 

【地方法人税運用の改善を求める意見書】 

平成28年度税制改正大綱では、地方法人課税の偏在を是正し、地方創生推進、分権型社会を実現するとしている。

国県市町村の財政状況が厳しい中、地方法人課税の偏在是正が、過疎地や産業立地の厳しい地域を念頭に置い

た偏在を調整することを目的とした財政調整制度であることは理解できる。しかし、国の制度が、財政力の弱い自治体

への支援という名のもとに不交付団体への配慮を欠いているという現状は、国民に対する公平と平等の観点から大い

に問題があると言わざるを得ない。 

国は、平成27年6月末に決定された「経済財政運営と改革の基本方針2015」において、「地方の税収増が見込ま

れる中、『税制抜本改革法』を踏まえ、地域間の税源の偏在を是正する方策を講ずる」とされており、法人住民税の国

税化のさらなる拡大や他の偏在是正措置の導入の可能性が危惧される。 

真の分権型社会を実現するためには、国と地方の役割分担を明確にし、地方がその責任と権限に応じた役割を果

たせるよう、地方税財源の拡充を図る必要がある。 

大口町は、先人の地道な努力によって築き上げてきた不交付団体であることの自負と、不交付団体であり続けようと、

町民、議会、職員が連携協力し、行財政改革の推進など様々な経営努力を積み重ねてきた。現在、町には、子育て・教

育環境の整備、福祉・医療の充実、老朽化した公共施設の維持・更新、防災力の強化など、膨大な財政需要が存在

している。 

地方自治体が、こうした多岐にわたる課題に適切に対応し、充実した住民サービスを提供していくためには、需要に

見合う財源の確保が不可欠であり、限られた地方税財源の中での財源調整では根本的な解決を図ることはできない。

よって、本議会は、下記事項について特段の配慮を賜りたく強く要望する。 

 
記 

1　地域間の財政力格差是正は、地方交付税の財源である国税五税の法定率引き上げ等、制度改正により実現す

ること。 

2　不交付団体に対する特別交付税の基準を緩和すること。 

3　地方が担う権限と責任に見合う地方税財源の拡充という本質的な問題に取り組むこと。 

全員賛成で国へ意見書提出 
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議
会
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
障
が
い
者
へ
の

対
応
は
十
分
か
。 現

在
は
、車

い
す
の
使
用
等
、

自
力
で
歩
行
で
き
な
い
方
が

4
階
の
傍
聴
席
に
上
が
る
こ

と
は
困
難
。そ
の
た
め
、複
数

の
職
員
で
車
い
す
を
抱
え
る

な
ど
し
て
傍
聴
席
に
案
内
す

る
か
、パ
ソ
コ
ン
上
で
議
会
中

継
を
観
て
い
た
だ
く
か
の
ど

ち
ら
か
の
方
法
に
よ
り
、合

理
的
配
慮
に
基
づ
き
対
応
し

て
い
る
。 

　
施
設
改
修
ま
で
の
間
は
、

障
が
い
者
に
と
っ
て
過
度
の

負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
、

配
慮
し
て
い
く
。 

丹
羽 

健
康
福
祉
部
長 

追　跡 追　跡 
以前の一般質問から 以前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

以前の定例会で取り上げられた一般質問の中から、その後の町政にど
のように反映されたかを調査しました。 

あれから どうなった?

4議員が質問 町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 
丹羽　　孝 

吉田　　正 

柘植　　満 

岡　　孝夫 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

自転車安全利用条例の制定を 
障がい者にやさしい環境整備を 

小規模企業の振興対策を 
必要な人にタクシー助成を 

高齢者の見守り　SOSステッカーの交付を 
「妊娠・出産・子育て」の切れ目のない支援を 

若い世代の定住策を 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　Ｐ12
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国道41号東側には公的な施設がなく、万一の
災害に備えて防災センターを作ってほしいが。 
 
行政区の学共や区民センターを、災害時に地域
の防災拠点として活用できるよう勧めている。 

平成27年3月議会（宮田　和美） 

北地域に防災センターを 

問 

答 

高齢化社会に向け、代読、代筆専門員の養成
が必要では。 
 
現在支援を行っている方々へのスキルアップ
できる支援と、支援者のすそ野を広げること
が今後の課題と考え検討していく。 

平成27年3月議会（柘植　満） 

代読、代筆専門員の養成を 

問 

答 

地域避難所は、地域の皆さんによって運営していただ
く必要性がある。実効性のある運営体制が整備された
地域の学共から順に、地域避難所として指定していく。 

質問者の満足度 現状、学共では対応できない。
国道41号東部に、強固な
防災センター建設を前向き
に検討していただきたい。 

近隣市で支援講習会を開催した事例は
あるが、町の状況に合った支援とは言い
がたく、現在まで実施には至っていない。 

質問者の満足度 高齢化が進む社会に
おいて、社会参加や
共生社会の実現に重
要な支援である。 

ど
 う
 な
 っ
 た
 

がっかり 

がっかり 

一
　
般 

質
　
問 

平
成
27
年
の
町
の
交

通
事
故
の
状
況
と
事

故
減
少
対
策
は
。 自

転
車
と
自

動
車
の
運
転

者
各
々
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
啓
発

を
第
一
に
、事
故
の
多
い
時

間
帯
に
合
わ
せ
た
広
報
車
に

よ
る
啓
発
を
実
施
し
て
い
く
。 

自
転
車
対
歩
行
者
の

事
故
が
増
加
し
、自

転
車
運
転
者
に
多
額
の
賠
償

責
任
を
請
求
さ
れ
る
事
故
も

発
生
し
て
い
る
。 

　
自
転
車
運
転
ル
ー
ル
周
知

対
策
と
賠
償
請
求
事
故
に
備

え
、自
転
車
保
険
加
入
推
進

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。 

万
が
一
に
備

え
る
た
め
の

保
険
は
、個
人
各
々
の
判
断

で
利
用
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
。 

　
「
傷
害
保
険
」
は
尾
張
市

町
交
通
災
害
共
済
組
合
の
保

険
加
入
を
推
奨
す
る
が
、「
賠

償
保
険
」
の
補
助
は
考
え
て

い
な
い
。 

自
転
車
の
安
全
利
用

を
推
進
す
る
た
め
に
、

松
江
市
な
ど
全
国
の
自
治
体

で「
自
転
車
安
全
利
用
条
例
」

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
本
町

の
考
え
は
。 

平
成
22
年
6

月
に
施
行
し

た
「
町
民
安
全
安
心
条
例
」

に
「
自
転
車
利
用
」
が
明
記

さ
れ
て
お
り
、新
た
な
条
例

化
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

4
月
1
日
か
ら
施
行

の
「
障
害
者
差
別
解

消
法
」
へ
の
本
町
の
対
応
状

況
と
今
後
の
予
定
は
。 

障
が
い
者
に

対
し
、職
員

に
は
、障
が
い
の
特
性
に
応
じ

た
合
理
的
配
慮
が
求
め
ら
れ

る
。 

　
本
年
2
月
、グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
級
職
員
と
保
育
士
を

対
象
に
、障
が
い
者
へ
の
理
解

と
配
慮
の
方
法
を
学
ぶ
研
修

を
開
催
し
た
。 

　
今
後
、町
の
広
報
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
法
律
の
内
容
に

関
す
る
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
く
。 町

施
設
の
車
い
す
用

ス
ロ
ー
プ
の
設
置
状

況
は
。 

河
北
学
供
及

び
二
ツ
屋
学

共
を
除
き
、必
要
と
思
わ
れ

る
す
べ
て
の
施
設
に
設
置
し

て
い
る
。な
お
、河
北
学
供
は

28
年
度
中
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
。 

 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

丹羽　孝  

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

障がい者にやさしい環境整備を 
部長 負担になり過ぎない範囲で、合理的配慮に努める 

自
転
車
安
全
利
用
条
例
の
制
定
を
 

部
長 

自
転
車
に
特
化
し
た
条
例
は
考
え
て
い
な
い 

区分 大口町 江南市 
人身事故（件） 
住民1万人 

当たりの発生数 
死亡者（人） 
死傷者（人） 
住民1万人 

当たりの発生数 
物損事故（件） 
住民1万人 

当たりの発生数 
住民数（人） 

264 

114 

2 
313 

135 

1,092 

470 

23,240

599 

61 

2 
712 

72 

2,617 

264 

98,963
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議
会
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
障
が
い
者
へ
の

対
応
は
十
分
か
。 現

在
は
、車

い
す
の
使
用
等
、

自
力
で
歩
行
で
き
な
い
方
が

4
階
の
傍
聴
席
に
上
が
る
こ

と
は
困
難
。そ
の
た
め
、複
数

の
職
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で
車
い
す
を
抱
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な
ど
し
て
傍
聴
席
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案
内
す
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か
、パ
ソ
コ
ン
上
で
議
会
中

継
を
観
て
い
た
だ
く
か
の
ど

ち
ら
か
の
方
法
に
よ
り
、合

理
的
配
慮
に
基
づ
き
対
応
し

て
い
る
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吉田　正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

中
小
企
業
振
興
条
例

を
つ
く
り
、売
り
上
げ

を
増
や
し
、後
継
ぎ
対
策
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、町

長
の
見
解
を
伺
う
。 

プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発

行
な
ど
、現
行
の
中
小
企
業

支
援
を
よ
り
活
用
し
、地
域

の
活
性
化
に
結
び
つ
け
た
い
。 

　
条
例
は
近
隣
市
町
で
も
模

索
す
る
動
き
が
あ
る
が
、本

町
と
し
て
は
制
定
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、必
要
な
対
応
を

講
じ
て
い
き
た
い
。 

　
後
継
者
不
足
に
よ
る
高
い

技
術
や
魅
力
的
商
品
の
消
失

は
深
刻
な
問
題
と
認
識
し
て

い
る
。
事
業
の
継
承
の
た
め
、

中
小
企
業
の
経
営
改
善
を
始

め
、商
工
業
団
体
と
行
政
が
一

緒
に
な
り
、後
継
者
育
成
の

取
組
み
に
注
力
し
て
い
き
た

い
。 

 

      

町
内
の
障
害
者
手
帳

の
所
持
者
数
は
。 

表
の
と
お
り
。 

 

障
害
者
差
別
解
消
法

が
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
。
町
は
障
が
い
者

に
対
し
て
、合
理
的
配
慮
を

行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。あ

る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
2
級
の
人
は
、雨
が
降
る

と
通
院
に
困
っ
て
い
る
。必
要

な
人
に
タ
ク
シ
ー
助
成
を
す

べ
き
で
な
い
か
。 

平
成
27
年
度

か
ら
、精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

の
方
を
対
象
に
拡
大
し
た
。 

　
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

は
、重
度
の
障
が
い
者
を
対

象
と
考
え
て
お
り
、現
時
点

で
さ
ら
に
拡
大
す
る
考
え
は

な
い
。 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

産
業
建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

S
O
S
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、

認
知
症
で
徘
徊
す
る

恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
の
た
め

の
も
の
で
、ア
イ
ロ
ン
で
圧
着

し
、持
ち
物
に
簡
単
に
貼
れ
る
。

Q
R
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て

お
り
、読
み
取
れ
ば
担
当
連

絡
先
も
表
示
さ
れ
る
。S
O
S

ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付
に
つ
い
て

伺
う
。 

 

ス
テ
ッ
カ
ー
は
、

認
知
症
の
高

齢
者
の
方
が
徘
徊
さ
れ
た
時

の
早
期
発
見
や
保
護
に
一
定

の
効
果
は
あ
る
と
考
え
る
。 

　
一
方
で
、家
族
の
同
意
に
よ

り
認
知
症
を
明
ら
か
に
す
る

制
度
の
た
め
、詐
欺
に
悪
用

さ
れ
る
可
能
性
の
懸
念
が
あ

り
、今
し
ば
ら
く
は
導
入
済

の
自
治
体
の
動
向
を
検
証
し

た
い
。 

　
本
町
で
は
、徘
徊
さ
れ
る

方
を
消
防
団
員
、消
防
署
、町

職
員
が
捜
索
す
る
独
自
の
体

制
を
取
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、新
聞
・
飲
料
販
売
店

や
金
融
機
関
な
ど
30
事
業
所

と
見
守
り
協
定
を
結
ん
で
お

り
、地
域
全
体
で
高
齢
者
を

見
守
る
施
策
を
さ
ら
に
充
実

す
る
。 

 

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
、

産
後
ケ
ア
の
取
組
み

に
お
け
る
家
事
支
援
ヘ
ル
パ

ー
制
度
の
考
え
を
伺
う
。 

本
町
で
の
ニ

ー
ズ
は
聞
い

て
い
な
い
が
、ニ
ー
ズ
が
増
大

し
て
き
た
際
は
先
進
自
治
体

を
参
考
に
検
討
し
た
い
。 

ス
マ
ホ
を
使
っ
て
様
々

な
情
報
提
供
を
行
う

「
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
」の
配

信
を
。 

ス
マ
ホ
な
ど

を
活
用
し
た
、

必
要
な
時
に
必
要
な
情
報
が

得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
は
便
利

で
は
あ
る
が
、多
額
な
コ
ス
ト

が
か
か
る
。 

　
住
民
と
行
政
の
距
離
が
近

い
利
点
を
生
か
し
、温
か
み
の

あ
る
子
育
て
支
援
情
報
を
提

供
し
て
い
き
た
い
。 

食
事
が
満
足
に
と
れ

な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

無
料
や
低
価
格
で
食
事
を
提

供
す
る
「
子
ど
も
食
堂
」
を

導
入
で
き
な
い
か
。 

東
京
都
内
を

中
心
に
導
入

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、本
町
で

は
都
市
部
ほ
ど
状
況
が
進
ん

で
お
ら
ず
、個
別
に
学
校
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
る
。 

　
学
習
支
援
と
合
わ
せ
た
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
総

合
的
に
調
査
、研
究
し
て
い
く
。 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

「妊娠・出産・子育て」の切れ目のない支援を 
部長 住民と行政の距離が近い利点を生かした支援をする 

必
要
な
人
に
タ
ク
シ
ー
助
成
を
 

部
長 

重
度
の
障
が
い
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、 

拡
大
す
る
考
え
は
な
い
 

小規模企業の振興対策を 
部長 現行の支援をより活用し、地域の活性化に結びつけたい 

身体障害者手帳 
1級 
2級 
3級 
4級 
5級 
6級 
合計 

176人 
96人 
140人 
167人 
48人 
41人 
668人 

療育手帳 
A判定 
B判定 
C判定 
合計 

57人 
35人 
54人 
146人 

精神障害者保健福祉手帳 
1級 
2級 
3級 
合計 

17人 
97人 
24人 
138人 

障害者手帳所持者数（平成28年2月29日現在） 

志木市の見守りSOSステッカー（出典：志木市HP） 

S
O
S
ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付
を
 

部
長 

導
入
済
の
自
治
体
の
動
向
を
検
証 

高
齢
者
の
見
守
り 

子育て支援にスマホアプリを活用 
（出典：東京都世田谷区HP） 
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吉田　正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

中
小
企
業
振
興
条
例

を
つ
く
り
、売
り
上
げ

を
増
や
し
、後
継
ぎ
対
策
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、町

長
の
見
解
を
伺
う
。 

プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発

行
な
ど
、現
行
の
中
小
企
業

支
援
を
よ
り
活
用
し
、地
域

の
活
性
化
に
結
び
つ
け
た
い
。 

　
条
例
は
近
隣
市
町
で
も
模

索
す
る
動
き
が
あ
る
が
、本

町
と
し
て
は
制
定
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、必
要
な
対
応
を

講
じ
て
い
き
た
い
。 

　
後
継
者
不
足
に
よ
る
高
い

技
術
や
魅
力
的
商
品
の
消
失

は
深
刻
な
問
題
と
認
識
し
て

い
る
。
事
業
の
継
承
の
た
め
、

中
小
企
業
の
経
営
改
善
を
始

め
、商
工
業
団
体
と
行
政
が
一

緒
に
な
り
、後
継
者
育
成
の

取
組
み
に
注
力
し
て
い
き
た

い
。 

 

      

町
内
の
障
害
者
手
帳

の
所
持
者
数
は
。 

表
の
と
お
り
。 

 

障
害
者
差
別
解
消
法

が
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
。
町
は
障
が
い
者

に
対
し
て
、合
理
的
配
慮
を

行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。あ

る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
2
級
の
人
は
、雨
が
降
る

と
通
院
に
困
っ
て
い
る
。必
要

な
人
に
タ
ク
シ
ー
助
成
を
す

べ
き
で
な
い
か
。 

平
成
27
年
度

か
ら
、精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

の
方
を
対
象
に
拡
大
し
た
。 

　
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

は
、重
度
の
障
が
い
者
を
対

象
と
考
え
て
お
り
、現
時
点

で
さ
ら
に
拡
大
す
る
考
え
は

な
い
。 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

産
業
建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

S
O
S
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、

認
知
症
で
徘
徊
す
る

恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
の
た
め

の
も
の
で
、ア
イ
ロ
ン
で
圧
着

し
、持
ち
物
に
簡
単
に
貼
れ
る
。

Q
R
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て

お
り
、読
み
取
れ
ば
担
当
連

絡
先
も
表
示
さ
れ
る
。S
O
S

ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付
に
つ
い
て

伺
う
。 

 

ス
テ
ッ
カ
ー
は
、

認
知
症
の
高

齢
者
の
方
が
徘
徊
さ
れ
た
時

の
早
期
発
見
や
保
護
に
一
定

の
効
果
は
あ
る
と
考
え
る
。 

　
一
方
で
、家
族
の
同
意
に
よ

り
認
知
症
を
明
ら
か
に
す
る

制
度
の
た
め
、詐
欺
に
悪
用

さ
れ
る
可
能
性
の
懸
念
が
あ

り
、今
し
ば
ら
く
は
導
入
済

の
自
治
体
の
動
向
を
検
証
し

た
い
。 

　
本
町
で
は
、徘
徊
さ
れ
る

方
を
消
防
団
員
、消
防
署
、町

職
員
が
捜
索
す
る
独
自
の
体

制
を
取
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、新
聞
・
飲
料
販
売
店

や
金
融
機
関
な
ど
30
事
業
所

と
見
守
り
協
定
を
結
ん
で
お

り
、地
域
全
体
で
高
齢
者
を

見
守
る
施
策
を
さ
ら
に
充
実

す
る
。 

 

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
、

産
後
ケ
ア
の
取
組
み

に
お
け
る
家
事
支
援
ヘ
ル
パ

ー
制
度
の
考
え
を
伺
う
。 

本
町
で
の
ニ

ー
ズ
は
聞
い

て
い
な
い
が
、ニ
ー
ズ
が
増
大

し
て
き
た
際
は
先
進
自
治
体

を
参
考
に
検
討
し
た
い
。 

ス
マ
ホ
を
使
っ
て
様
々

な
情
報
提
供
を
行
う

「
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
」の
配

信
を
。 

ス
マ
ホ
な
ど

を
活
用
し
た
、

必
要
な
時
に
必
要
な
情
報
が

得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
は
便
利

で
は
あ
る
が
、多
額
な
コ
ス
ト

が
か
か
る
。 

　
住
民
と
行
政
の
距
離
が
近

い
利
点
を
生
か
し
、温
か
み
の

あ
る
子
育
て
支
援
情
報
を
提

供
し
て
い
き
た
い
。 

食
事
が
満
足
に
と
れ

な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

無
料
や
低
価
格
で
食
事
を
提

供
す
る
「
子
ど
も
食
堂
」
を

導
入
で
き
な
い
か
。 

東
京
都
内
を

中
心
に
導
入

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、本
町
で

は
都
市
部
ほ
ど
状
況
が
進
ん

で
お
ら
ず
、個
別
に
学
校
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
る
。 

　
学
習
支
援
と
合
わ
せ
た
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
総

合
的
に
調
査
、研
究
し
て
い
く
。 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

「妊娠・出産・子育て」の切れ目のない支援を 
部長 住民と行政の距離が近い利点を生かした支援をする 

必
要
な
人
に
タ
ク
シ
ー
助
成
を
 

部
長 

重
度
の
障
が
い
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、 

拡
大
す
る
考
え
は
な
い
 

小規模企業の振興対策を 
部長 現行の支援をより活用し、地域の活性化に結びつけたい 

身体障害者手帳 
1級 
2級 
3級 
4級 
5級 
6級 
合計 

176人 
96人 
140人 
167人 
48人 
41人 
668人 

療育手帳 
A判定 
B判定 
C判定 
合計 

57人 
35人 
54人 
146人 

精神障害者保健福祉手帳 
1級 
2級 
3級 
合計 

17人 
97人 
24人 
138人 

障害者手帳所持者数（平成28年2月29日現在） 

志木市の見守りSOSステッカー（出典：志木市HP） 

S
O
S
ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付
を
 

部
長 
導
入
済
の
自
治
体
の
動
向
を
検
証 

高
齢
者
の
見
守
り 

子育て支援にスマホアプリを活用 
（出典：東京都世田谷区HP） 
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一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

岡　孝夫  

本
町
と
近
隣
市
町
の
年

少
・
生
産
年
齢
・
老
年
人

口
の
比
率
は
。 

下
表
の
と
お
り
。 

 

若
い
世
代
に
と
っ
て
、本

町
の
強
み
と
弱
み
と
は
。 

雇
用
の
場
の
多
さ
、

車
を
利
用
す
れ

ば
利
便
性
が
高
い
こ
と
が
強

み
で
あ
り
、飲
食
店
や
娯
楽

施
設
等
が
少
な
い
こ
と
は
弱

み
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

町
内
に
あ
る
企
業
等
の

寮
に
お
住
い
の
方
の
人

数
は
。 

正
確
な
人
数
は

把
握
で
き
な
い
が
、

住
民
登
録
の
際
、企
業
の
寮

な
ど
と
し
て
届
出
さ
れ
た
所

在
で
の
集
計
で
は
、平
成
28

年
3
月
1
日
現
在
で
3
7
3

人
。 各

社
の
寮
に
伺
う
な
ど

し
て
、多
様
な
意
見
を

聴
く
機
会
を
。 

若
い
世
代
の
方

の
定
住
促
進
の

た
め
、本
町
を
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
施
策
の
検
討
が

必
要
。 

　
今
後
、施
策
を
進
め
る
中

で
必
要
が
あ
れ
ば
、寮
に
お

住
い
の
方
か
ら
直
接
意
見
を

伺
う
機
会
を
設
け
る
こ
と
を

検
討
す
る
。 

施
策
競
争
で
、地
方
自

治
体
間
の
消
耗
戦
に
な

ら
な
い
か
。 国

全
体
で
人
口

が
減
少
す
る
中
、

多
く
の
市
町
村
が
少
子
・
超

高
齢
社
会
へ
の
対
応
を
検
討

し
て
い
る
が
、本
町
で
は
今
し

ば
ら
く
、人
口
は
微
増
す
る

と
推
測
し
て
い
る
。 

　
第
7
次
総
合
計
画
で
は
、

子
育
て
環
境
や
住
環
境
を
改

善
し
、よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち

と
す
る
こ
と
で
、人
口
バ
ラ
ン

ス
が
保
て
る
よ
う
な
施
策
の

方
向
性
を
示
し
て
い
る
。 

本
町
の
特
徴
か
ら
、シ
テ

ィ
ー
セ
ー
ル
ス
は
対
外

的
の
み
で
な
く
、町
内
に
も
。 

本
町
は
、や
や
情

報
発
信
力
に
乏

し
い
面
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。 

　
今
後
、広
報
広
聴
活
動
を

見
直
し
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
検
討
す
る
が
、対
象
を

町
外
に
絞
っ
て
は
い
な
い
。 

　
ま
ず
は
、町
民
や
企
業
の

皆
さ
ん
に
、ま
ち
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、誇
り
を
持

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
。

併
せ
て
町
外
へ
、積
極
的
に

発
信
し
て
い
く
。 

岡 

岡 

岡 

岡 岡 
岡 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

若い世代の定住策を 
部長 本町を選んでもらえるような施策が必要 

人口 
34,225 
91,251 
21,377 
146,853

構成比 
23.3 
62.1 
14.6 
100.0

人口 
26,186 
58,998 
13,575 
98,759

構成比 
26.5 
59.7 
13.8 
100.0

人口 
20,812 
43,411 
9,864 
74,087

構成比 
28.1 
58.6 
13.3 
100.0

人口 
11,392 
29,018 
6,102 
46,512

構成比 
24.5 
62.4 
13.1 
100.0

人口 
8,808 
20,157 
4,951 
33,916

構成比 
26.0 
59.4 
14.6 
100.0

人口 
小牧 江南 犬山 岩倉 扶桑 大口 

5,388 
14,230 
3,604 
23,222

構成比 
23.2 
61.3 
15.5 
100.0

老年（65－） 
生産年齢（15－64） 
年少（0－14） 

合計 

14.6 

62.1 

23.3

13.8 

59.7 

26.5

13.3 

58.6 

28.1

13.1 

62.4 

24.5

14.6 

59.4 

26.0

15.5 

61.3 

23.2

（単位：人、％） 

（愛知県人口動向調査　平成２８年１月１日現在） 

近隣市町年齢別人口構成比 

年少（0－14） 

生産年齢（15－64） 

老年（65－） 

　
議
会
は
、北
保
育
園
の
建

設
工
事
の
進
行
状
況
を
調
査

す
る
た
め
、定
期
的
に
現
場

を
視
察
し
て
い
ま
す
。 

　
北
保
育
園
は
、平
成
27
年

度
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

当
初
、工
事
は
28
年
度
ま
で

の
2
か
年
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、仮
設
園
舎
の
取
り

壊
し
や
園
庭
の
工
事
な
ど
の

た
め
、
29
年
度
ま
で
の
3
か

年
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

　
28
年
度
は
、旧
園
舎
の
解

体
の
他
、新
園
舎
の
工
事
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

H28/1/29　遊戯室　天井（間伐材を利用した木造で施工） 

　
今
号
か
ら
、紙
面
を
オ
レ
ン

ジ
系
か
ら
ブ
ル
ー
系
の
配
色

に
見
直
し
ま
し
た
。 

　
今
後
も
記
事
の
内
容
や
構

成
に
配
慮
し
、目
に
優
し
く
、

読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。 

　
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
過
去
8
回
受
賞
し

た
経
緯
か
ら
、平
成
27
年
度
は
、

近
隣
の
岩
倉
市
と
小
牧
市
を

含
む
4
議
会
の
視
察
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
研
修
で
は
、本
町
の
編
集

方
針
「
分
か
り
や
す
く
」「
あ

り
の
ま
ま
に
」
を
始
め
、「
目

を
引
く
見
出
し
」
な
ど
、編
集

の
工
夫
を
説
明
し
た
上
で
、

紙
面
づ
く
り
で
抱
え
て
い
る

課
題
の
対
応
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
ま
し
た
。 

　
他
自
治
体
の
視
察
来
庁
は
、

本
町
に
と
っ
て
も
絶
好
の
研

修
の
機
会
と
な
り
ま
す
。
ど

の
議
会
も
、よ
り
多
く
の
住

民
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
紙
面
を
目
指
し
て
努
力
し

て
お
り
、互
い
の
よ
い
と
こ
ろ

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
た

め
研
修
し
ま
し
た
。 
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岩倉市議会 
兵庫県稲美町議会 
京都府木津川市議会 
小牧市議会 
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7人 
8人 
10人 
9人 

H27/10/23　園舎　屋根工事（県内地場産業の三州瓦で施工） 

編集方法について意見交換する委員 

議　会　広　報 

町
　
内
　
視
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北
保
育
園
の 

建
設
現
場
を
視
察 

近
隣
市
か
ら
も

視
察
に 
紙
面
を 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

おおぐち議会だより　No.207
平成 28年4月22日発行 

おおぐち議会だより　No.207
平成 28年4月22日発行 15 14



0

20

40

60

80

100
％ 

大口 扶桑 岩倉 犬山 江南 小牧 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

岡　孝夫  

本
町
と
近
隣
市
町
の
年

少
・
生
産
年
齢
・
老
年
人

口
の
比
率
は
。 

下
表
の
と
お
り
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
6月定例会予定 
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広
報
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会 

 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

6月 1日（水） 提案説明 

6月 7日（火） 質疑・委員会付託 

6月 9日（木） 総務建設常任委員会 

6月13日（月） 文教福祉常任委員会 

6月15日（水） 一般質問 

6月16日（木） 一般質問 

6月21日（火） 討論・採決 

表紙の写真 
■さよなら僕たちの保育園■ 
　3月28日、たくさんの思い
出を胸に保育園を卒園しま
した。 
　大好きなお母さん・お父
さん、先生、見守ってくださ
ったすべてのみなさん、あり
がとうございました。小学
校へ行っても頑張ります。 
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員
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お
祭
り
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な
ど
に

議
員
は
お
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り
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き
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ど
に
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お
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付
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。
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寄
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の
禁
止 

 

議
会
だ
よ
り
 

議会だより 議会だより 地産地消で大口町の農業を元気に 
おおぐち農業ステーション 

「地恵の輪」の活動を紹介します。 

取材を終えて 
　農業や他の職業の若い人たちが、地産地消
を進めるため多くの企画を実施し、人とのつ
ながりを大切にしてみえる姿に感動しました。
この活動がもっと広がることを期待しています。 

（伊藤　浩） 

♪　名前の由来は？ 
　「地」は地産地消を表し、「恵」は食材の
恵みを表しています。また、大口町産の多く
の食材を食べてもらって、人とのつながりが
深まり、それが農業の発展にもつながってほ
しいという願いを込めました。 
 
♪　どんな活動をしているの？ 
　農業従事者やレストラン経営者などで、町
の食材を使った料理教室の開催や、ふれあい
まつりで米粉を使用した食べ物を販売してい
ます。他に、給食センターへ食材を納品して
います。 
 

♪　うれしかったことは？ 
　食材の生産者の思いや志が食べた人に伝わり、
おいしかったと感じてもらえる時です。 
 
♪　町や町議会への要望などありましたら？ 
　地産地消の推進のためにも、ぜひ給食に大
口町産の食材を使用したメニューを、もっと
増やしてもらいたいです。 

特集 法人町民税　税制改正で大幅減 
 北保育園　第2期工事へ 
地方法人課税の見直しを求める意見書を提出 
一般質問　「妊娠・出産・子育て」の切れ目のない支援を 
　　　　　若い世代の定住策を 

�～�

�

��

��

若い力で、農業を支えています 

町内産の食材を使った料理教室の様子 

� 月
定
例
会
 N
o.2
0
7

平
成
2
8
年
4
月
2
2
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議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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3月28日　南保育園卒園式 
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